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ＴＣＯ裏面電極を用いたＣＩＧＳ太陽電池の研究 
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  透明導電膜（ＴＣＯ：ZnO, SnO2, In2O3等)は透明性と
導電性を兼ね備えており、また製膜方法の最適化や、
化学エッチングによりテクスチャ構造を容易に形成可能
である等の特徴がある1,2。ＴＣＯをＣＩＧＳ太陽電池の 
裏面電極として用いることにより、太陽電池の両面受光
型化やテクスチャ構造を利用した光閉じ込め構造形成
等、更なる多機能化が可能になる。  
   一方、CIGS太陽電池では、ＣＩＧＳ光吸収層への 
アルカリ金属（Ｎａ等）の微量な添加が特性の改善に有
効であることが知られているが、TCOを裏面電極として
導入した場合には、ソーダライムガラス（ＳＬＧ）からＣＩＧ
Ｓ光吸収層へのアルカリ金属の拡散が阻害されてしまう
ことが課題となる3,4。 
  本研究では、上記の問題を解決するため、「アルカリ
金属拡散促進層」の導入を検討した。 

アルカリ金属拡散促進層（Mo層）をＴＣＯ
裏面電極とＳＬＧ基板の間に挿入。  

３段階法5,6 (多元蒸着法） 

 Se 背圧          : 1×10-4 Pa 
 最高製膜温度 :  520 ℃ 
 CIGS層膜厚   :  1.8 µm 
 Ga/(In+Ga)比:   ~0.4 
 Cu /(In+Ga)比:  ~0.93   

光吸収層は３段階法により 
裏面電極*/ＳＬＧ基板上に製膜した。 
 
＊裏面電極構造： 
Mo, (Mo/)GZO, (Mo/)GZO/Mo 
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アルカリ金属拡散促進層の導入 

拡散促進層あり なし 

Back contacts Eff.  
(%) 

VOC 
(V) 

JSC 
(mA/cm2) FF 

Mo 16.1 0.68 32.3 0.74 
Mo/GZO 

/Mo(拡散促進層） 15.1 0.67 32.5 0.70 

Mo/GZO 11.3 0.61 31.0 0.60 
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  ＴＣＯを裏面電極に用いた場合でも、アルカリ金属拡散促進層を導入することにより、 
標準的なＭｏ裏面電極を用いた場合に比べて、遜色のないＰＶ特性が得られた。 

   考察・結論 
  ＴＣＯを裏面電極に用いた場合にも、アルカリ金属拡散促進層（Ｍｏ層）をＴＣＯとＳＬＧの
間に挿入することにより、ＴＣＯ中のアルカリ金属（Ｎａ等）の拡散を促進し、ＳＬＧ基板から 
ＣＩＧＳ層への拡散によるアルカリ金属添加を可能にした。その結果、ＣＩＧＳ太陽電池にお
いて、ＴＣＯを裏面電極に用いた場合でも、標準的なＭｏ裏面電極を用いた場合に比べ遜
色のないＰＶ特性が得られた。 
 
Ｎａ拡散促進メカニズムの可能性として以下が考えられる。 
（可能性１）ＮａとＭｏの化合物7（Ｎａ２ＭｏＯ４）が上部層でのアルカリ金属拡散を促進 
（可能性２）Ｎａ拡散層（Ｍｏ）上に形成されたＴＣＯ膜の膜質変化 
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